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Ⅰ 山形～名古屋小牧路線に係る取組実績概要

３年後 年間３５，０００人超（搭乗率６５％）の利用者定着
Ｈ２６冬：搭乗率６０％
Ｈ２７夏：搭乗率７０％
Ｈ２８通年：搭乗率６５％ ※搭乗率は、提案時想定の７６人乗り機材で換算

（目標設定）

○課題を踏まえた取組方針
・両地域の観光・ビジネス交流そのものを拡大させる取組を支援し、持続的な需要創出を図る。
【実施体制・取組テーマ】発着両側の分野別連携体制の構築による山形名古屋便の活性化

〇取組目標とターゲット
・取組目標 運休前ピーク時の需要 約23,000人 ⇒ ３年後 年間35,000人
・ターゲット 観光：伊勢神宮は行ったことがあるが、出羽三山は行ったことのない人及びその逆

ビジネス：県内、中京圏企業関係者（特に自動車産業関係者）
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４．旅客数・座席利用率

※搭乗率は、76人乗り機材で換算

実施期間H26.11～H27.10 ３７，４３７人、搭乗率６７．９％
〔Ｈ２６夏ダイヤ（４～１０月） ２１，９５４人、搭乗率６８．８％ ※取組前〕
Ｈ２６冬ダイヤ（１１～３月） １４，６２７人、搭乗率６３．７％
Ｈ２７夏ダイヤ（４～１０月） ２２，８１０人、搭乗率７１．０％
運休前の23,507人(H17-19平均)と比較し、37,437人（13,930人増加）と、目標の
35,000人を大きく上回る結果となった。特にH27夏ダイヤは、就航初年度
のH26夏ダイヤを上回る実績となり、活性化プログラムでの取組みの成果
が見られる。

３．実績概要及び目標の達成状況

２．対象路線の課題

・運休前機材（CRJ、50人乗）では難しかった団体観光商品の造成も現行機材（ERJ、76人
又は84人乗）であれば可能であることから観光需要の大幅な増加（2倍超）が求められ
ている。

・中京圏において、観光目的地としての「山形」の知名度は高くなく、継続的な観光誘客
を図るためには、本県と中京圏のつながりを活かしたストーリー作りなど独自性の高い
特徴ある誘客を行う必要がある。⇒①「西の伊勢参り・東の出羽三山参り」ＰＲ展開
・ビジネス需要については運休前比4割増の利用が求められる。
⇒②自動車産業等の交流拡大、③技能五輪（H26愛知・H28山形）による利用拡大
・需要の継続的な喚起に向けては、全体の需要のみならず、双方向からのバランスのよ
い需要創出が求められる。

１．取組目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
H25 97.4%

H26 72.5% 73.6% 78.6% 57.5% 65.8% 68.9% 65.3% 73.4% 61.6% 55.8% 55.6% 71.8%

H27 68.9% 64.0% 74.1% 61.4% 81.8% 69.7% 76.6%
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

H25 296

H26 3,304 3,414 3,345 2,623 3,049 3,142 3,077 3,346 2,904 2,630 2,365 3,382

H27 3,143 3,016 3,381 2,894 3,853 2,915 3,608
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※座席利用率は、提案時想定の76人乗り機材で換算
（実際は、84人乗り機材の運行の場合も有）

就航記念運賃
45割5,587円

旅客数推移（月別）

座席利用率推移（月別）

【H26.3.30】
３年半ぶり運航再開



１．実効性

Ⅱ 山形～名古屋小牧路線に係る取組の効果検証
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（１）各取組の効果検証

１．取組の実施概要

２．取組の効果・成果及び要因分析

テーマ 「双方向で、共通のＰＲへ」
（１）実施体制（双方向・連絡会議）の整備【５，９３２万円 ※（２）～（４）を含む】
「西の伊勢参り・東の出羽三山参り」双方向交流推進プロジェクトチーム(PT)・ワーキンググループ(WG)会議の開催
→連携推進のため、山形側と三重・伊勢側の行政、観光関係者、有識者等からなる会議を開催し、事業展開方法の検討･検証を実施

（２）「西の伊勢参り・東の出羽三山参り」の共通ＰＲビジュアルを制作し、広告媒体への露出、ＷＥＢ展開を実施
（３）「山形・三重観光フェア」、「山伏ジェットモニターツアー」、「観光ＰＲキャラバン」等の開催による名古屋・山形でのＰＲ展開

①山形・三重両県知事参加によるＰＲイベント、山形・愛知双方向での観光ＰＲキャラバンの開催
②発信力の高い女性が、出羽三山・伊勢神宮を巡る「山伏ジェットモニターツアー」の実施（H27年3月、7月、10月）

（４）広告宣伝・共通キャンペーンの展開（名古屋、山形）
①広告宣伝・共通キャンペーンの展開（名古屋・山形での雑誌掲載、テレビＣＭ放映等）
②ＦＤＡを利用して伊勢神宮と出羽三山両方を参拝した方に対する「おまいり帖」プレゼント
③山形県内への観光誘客を目的としたＦＤＡ機内誌での情報発信（Ｈ２６年下期、Ｈ２７年上期、下期）

（５）出羽三山等を組み込んだ旅行商品の造成・販売支援【１，０００万円】
（６）空港アクセスの充実（山形空港～蔵王温泉・出羽三山など直通/周遊）【２７３万円】

①出羽三山の需要の季節性変動（冬季閉鎖）に対応するため、乗合タクシー「蔵王温泉ライナー」の運行（Ｈ２７．１．５～）
②山形空港から羽黒山を経由して宿泊地までの観光貸切タクシー「でわ、まいる号」の運行（Ｈ２７．６．２０～）

１．「西の伊勢参り・東の出羽三山参り」相互交流の展開 【取組費用 ７，２０５万円】

・ＰＲ活動は、両地域で連携、集中的なＰＲ、ＰＲイベントを活用した路線の周知活動により、効果的なＰＲを実施できたことがメディア露出や中京
圏での認知度向上の成果（ホームページアクセス数の増加）に結びつき、良い結果となった。
・メディア露出 目標24回（月2回）→実績56回 ・愛知・三重からのＨＰアクセス数 目標24,000回（月2,000回）→35,950回（月2,995回）

・ 出羽三山を組み込んだ旅行商品の造成に向け、山伏ガイドコースなどの卸商品を企画カードにまとめ、旅行会社への売り込みを実施。
・旅行会社へのﾂｱｰ・個人旅行の販売座席数/目標7,700席→実績7,036席 ・開発商品を組み込んだﾂｱｰ数/目標5→実績14ツアー(223人)

・蔵王温泉へのアクセスを開設 利用者数/目標1,000人→実績1,068人 ・羽黒山へのアクセスを開設 利用者数/目標500人→実績29人
３．今後の改善すべき点

・認知度をあげるために、実際に体験したユーザーからSNSで友人知人に情報拡散してもらえるような仕組みを検討する。
・旅のイメージ広告に加えて、旅行商品の販売を支援する施策を強化する。

・羽黒山へのアクセスについては、旅行商品に組み込めるよう運行会社と助成制度を含めて今後の運行方法、旅行会社からの予約・決済方
法等を協議する検討会を開催する。実証実験の結果を基に、活性化プログラム終了後も継続できるような二次交通の整備に取り組む。

山伏ジェット

双方向交流推進プロジェクトチーム会議
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１．取組の実施概要

２．取組の効果・成果及び要因分析

テーマ「航空便を活用した中京圏との経済交流の拡大」
（１）商談会、企業訪問、企業視察等に対する運賃助成【１０万円】
（２）山形空港サポーターズクラブ会員に対する助成による運賃割引の実施【１，０００万円（予定）】
・キャッシュバック型の助成金は、旅費精算上使いにくいという企業からの意見が多かったため、
サポーターズクラブ会員限定で助成金額を差し引いた価格で購入できる制度をFDAと連携して構築

（３）経済交流ミッション団の実施【５７万円】
知事をトップとする経済交流ミッション団を派遣し、愛知県、商工会議所を訪問（Ｈ２７年２月）

（４）おいしい山形空港サポーターズクラブ等のＰＲ実施【４２８万円】
①愛知県内企業へのＰＲ（平成２７年２月、３月、５月、１０月）
愛知県での名古屋・小牧・春日井商工会議所の協力により、約２５，０００社の会員企業に山形～名古屋便、サポーターズクラブ等をＰＲ
②山形県内企業・個人へのＰＲ 内陸３０市町村内企業・家庭への新聞折込み（２７万部）の実施（Ｈ２７年３月）

（５）山形空港サポーターズクラブ専用ラウンジの充実やトライアル助成等のビジネス利用、利便性向上による航空機利用者の発掘【協議会予算】

２．自動車関連産業を中心とした経済交流の拡大 【取組費用 １，４９５万円】

・チラシ新聞折り込みや、割引運賃、協議会独自予算による各種助成制度、山形空港内の専用ラウンジの充実などの実施により、サポーターズ
クラブの会員は、目標を超える入会があった。
おいしい山形空港サポーターズクラブ会員数/目標600会員増（月50会員増）→実績1,048会員増（月87会員増、目標比174.7％）

・H26下期から商談会出展等に対する助成を行ったが、昼一便ダイヤの不便さが敬遠され、助成金等の利用があまりなかった。
商談会出展、個別商談、企業研修等運賃助成（H26）/目標180人→実績4人（とうほく・北海道自動車関連技術展示商談会）

・ 観光ＰＲキャラバン(H26.11）や経済交流ＰＲミッション団（H27.2）の派遣、愛知県の県政ラジオ番組で山形県ＰＲの実施。毎号サポーターズク
ラブ通信に愛知県庁職員から名古屋情報の寄稿など相互の交流が促進された。更に、H27.10には県営名古屋空港協議会（事務局:名古屋商
工会議所）のＰＲキャラバン隊が山形県内のマスコミ等を訪問し、ショッピングセンターでのプロモーションなど愛知県とＦＤＡ名古屋小牧便のＰ
Ｒ等を行うなど発着地間の相互交流が継続・強化されている。
・おいしい山形空港サポーターズクラブ会員に対する「ＦＤＡ 山形＝名古屋便」の助成による運賃割引
目標席数1,800席→実績685席 ※11/5現在（冬期の需要減対策のため、H28年1月末まで助成実施）

・ 需要調査を実施し、潜在需要の把握ができたほか、重点顧客（40～50代ビジネス客）、価格設定（24,000円以下）、理想ダイヤ（朝8時～10
時、夕17時～20時）、ターゲット毎のプロモーションの細分化の必要性等、今後の利用拡大に向けた路線の分析、ニーズ等を把握し、課題を
整理して来年度の利用拡大に向けた取り組みの方向性を明らかにすることができた。

３．今後の改善すべき点
・現行ダイヤではビジネス利用の拡大が難しいため、サポーターズクラブ会員限定運賃割引制度に対して、問い合わせ･要望の多かったアク
ティブシニア層を取り込むため、メールマガジン会員制度を設立し、ビジネス利用に加え潜在的な個人利用の需要の掘り起こしを行いたい。

・需要調査で明らかになった取組の方向性を着実に実践していくため、価格設定やダイヤ改善等を踏まえた需要拡大取組みの実施方法など、
運航するＦＤＡと更に連携を深め事業を展開する必要がある。

とうほく・北海道自動車関連技術展示商談会（愛知県刈谷市）
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３．「技能五輪２０１４in愛知」から「技能五輪２０１６in山形」へ 【取組費用 ８６万円】

１．取組の実施概要

２．取組の効果・成果及び要因分析

３．今後の改善すべき点

・最終年度となる来年度は、「やまがた技能五輪・アビリンピック2016」が開催されることから、技能五輪
事務局と連携し、中京圏からの出場者に対する航空機利用の直接的なアプローチ方法を検討し、実際
に山形～名古屋小牧線を利用してもらえるような方策を検討する。

・「やまがた技能五輪・アビリンピック」は、来年度で取組みが終了するが、今回の技能五輪協議会と培っ
たノウハウを活かして、引き続き大規模な大会、コンベンションの開催に際し、関係部局などと連携して
イベントを活用した航空利用の周知体制の構築を検討する。
（例） ①「全国豊かな海づくり大会～山形～」H28.9.10-11

②「全国高等学校総合体育大会（インターハイ）」南東北３県開催H29.7.28-8.20

・H26下期から大会視察や技術研修等に対する助成を行ったが、昼一便ダイヤの不便さが敬遠され、利
用があまりなかった。

・サポーターズクラブ会員限定割引運賃を利用しやすい助成制度としたことから、技能五輪関係者も入会
が進み、一過性で終わることなく活性化プログラム終了後もサポーターズクラブ組織を活かして、接点を
持つことが可能となった。（企業会員431社のうち、技能五輪関係企業24社）
①若手技能者「技能五輪in愛知」視察等支援（H26) 目標60人→実績8人
②若手技能者技術研修等支援 目標50人→実績11人
③技術研修会・企業訪問ツアーなどの開催支援 目標3回→3回

テーマ「技術先進地・中京圏の力を活用した人材育成」
やまがた技能五輪・アビリンピック2016推進協議会と連携して、山形～名古屋小牧便や助成事業等の関係者への広報、助成を実施

（１）「技能五輪in愛知」見学ツアーの造成・支援（Ｈ２６）【１５万円】

（２）中京圏企業・技術研修促進支援の展開（Ｈ２６～２８）【３６万円】
若手技術者等による中京圏企業の研修・視察訪問や中京圏指導員の山形訪問に対する運賃助成等

（３）中京圏での技術研修会・中京圏企業訪問ツアーなどの開催支援（Ｈ２７～２８）【３５万円】

（４）航空便利用企業関係者へのＰＲ展開 ⇒ 「２．自動車関連産業を中心とした経済交流の拡大」と合わせて実施

（５）「技能五輪in山形」参加ツアーの造成・支援【Ｈ２８実施】

旋盤・フライス盤の東北合同練習会（山形市）
※トヨタ自動車から講師として６名招聘



２．継続性
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実施・連携体制について

Ⅱ 山形～名古屋小牧路線に係る取組の効果検証

○今後の改善すべき点

①観光関係
・山形、三重の関係者とのプロジェクトチーム会議を実施することにより、取組の方向性を定め、
改善策についてそれぞれの立場から意見を交わすことができ、今後の方針策定、事業実施の
方向性が明確になった。
・本プログラムにより三重県や伊勢市と連携を構築することができ、伊勢神宮の知名度を活かした
双方の事業展開について、今後も連携を取ることが可能になった。

②ビジネス関係（自動車関連産業、技能五輪関係）
・商工関係部局や山形・愛知双方の経済団体と連携して事業を実施することにより、課題の把握
や商談会の出展者、技能五輪の参加者等への担当部局を通じた直接的なアプローチができた。

・本プログラムの取組を実施する上で、繋がりのなかった名古屋商工会議所、小牧商工会議所、
春日井商工会議所等と連携をとることができ、会報誌へのチラシ折込み、双方でキャラバン隊や
ミッション団を派遣し合うなどの実効性のある取組を進めることで、今後も連携を図ることが可能
になった。

実施体制 連携体制

自己評価及び今後の改善点

【山形空港利用拡大推進協議会】

国土交通省（東北運輸局観光部、中部運輸局観光部）：観光分野における助言

【協力実施機関】
１．全般：

県営名古屋空港協
議会（事務局：名古屋
商工会議所）
・愛知県、名古屋市等
の周辺自治体
・地元商工会議所等の
各種団体

２．取組別

※分野（観光/ビジネス）に
より、連携に必要な相手
方は異なる。山空利拡協
議会では、会員が持つ
ネットワークを活用し、分
野ごとに必要な連携先を
選定・打診し、協力の承諾
を得た。

協議会事務局：山形県（実施責任者）
【担当内容】
・交通政策課：全体の進行管理
・商工労働観光部各課
西の伊勢参り、東の出羽三山参り：観光交流課
技能五輪関連：雇用対策課
自動車産業交流：工業戦略技術振興課
・山形県名古屋事務所：中京圏側との連絡・調整

会員：山形県観光物産協会
【担当内容】
・山形及び中京地区での観光ＰＲ・物産展等開催

会員：山形県商工会議所連合会、
山形県企業振興公社

【担当内容】自動車産業交流、技能五輪関係

会員：ＦＤＡ㈱
【担当内容】

・割引助成運賃の
実施など

会員：山形空港ビル㈱
【担当内容】

・企業サポーターズクラ
ブ運営など

会員：山形市など県内市町村
【担当内容】「いせ、でわ」共通PR、自動車産業交

流、サポーターズクラブＰＲ

①観光：「西の伊勢
参り」、「東の出羽
三山参り」関連
→三重県、伊勢市

②ビジネス：「自動
車産業等の経済交
流」 、「技能五輪」
→県営名古屋空港
協議会、周辺自治
体、名古屋・小牧・
春日井商工会議所

・「やまがた広域観光協議会」（県村山総合支庁）
・「庄内観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会」（県庄内総合支庁）
・「鶴岡市観光物産課・羽黒町観光協会」
【担当内容】「いせ、でわ」共通PR、着地型旅行商

品の造成協力

※「西の伊勢参り、東の出羽三山参り」：（いせ、でわ） ①観光関係
〇Ｈ２６年 １２月：消費者向けコミュニケーション推進ワーキンググループ（ＷＧ）会議
＊基本コンセプトの開発、消費者コミュニケーション向けのビジュアル制作、広告宣伝の立案・
展開の方向性の検討を実施

〇Ｈ２７年 １月：第１回プロジェクトチーム（ＰＴ）会議
＊消費者向けＰＲの展開、旅行商品の造成に関する検討。

○平成２７年１０月：第２回プロジェクトチーム（ＰＴ）会議
＊事業実施状況の総括、これまでの取組の評価と改善策、来年度取組内容の方向性について議論

（発着２地域間における連携体制）
・山形、三重両県の観光部局への職員の相互交流人事（Ｈ２７～２８年度）
・上記ＰＴの分科会として、山形･三重両県の定期的な訪問・打ち合わせを実施。（１～２カ月に１回程度）
・この分科会で具体的な事業企画を策定し、「山形＆三重観光フェア」等各種事業を実施した。

②ビジネス関係（自動車関連産業、技能五輪関係）
○山形県自動車産業振興会議（事務局：山形県工業戦略技術振興課）と連携・調整
・検討点：ＦＤＡ山形～名古屋便を利用した展示会出展、個別商談、企業研修等に対する支援方法等
・H26.10「山形県自動車関連技術展示会in三菱自動車工業」（愛知県岡崎市）において、ＦＤＡ山形～
名古屋便を連携してＰＲ。山形県内からの出展者にアンケート及びヒアリングを連携して実施。
・H27.2「とうほく・北海道自動車関連技術展示商談会」において、ＦＤＡ山形～名古屋便をＰＲ。
山形県内からの出展者に運賃助成を連携して実施。

○「やまがた技能五輪・アビリンピック2016推進協議会」（事務局：山形県雇用対策課）と連携・調整を
行いながら本事業を実施した。
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①観光関係
・伊勢側発のプロモーションの実施や現地ガイドの育成に向けて、伊勢側との連携体制の強化
について検討を行っていく。
・二次交通については、運行会社や旅行会社等と連携した体制の構築を検討する。

②ビジネス関係（自動車産業、技能五輪関係）
・「山形県自動車産業振興会議」や「やまがた技能五輪・アビリンピック2016推進協議会」などの
商工関係団体等と連携して、山形～名古屋間の往来のあるビジネス利用者、大会参加者に
名古屋便の利用拡大に向けた実効性のある支援体制の構築を検討する。



３．総括及び今後の取組の方向性
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Ⅱ 山形～名古屋小牧路線に係る取組の効果検証

● 全体総括
・３年目の目標搭乗者数としていた35,000人を2,000人以上上回った要因としては、活性化プロ
グラム事業の効果に加えて、県や協議会の独自事業として取り組んだ二次交通の充実、市町
村を窓口とする空港応援月間事業、サポーターズクラブの特典充実等との相乗効果が図られた
ためと考えられる。
・ また、知事も先頭となっての発着両地域でのＰＲイベントやメディア露出により、山形～名古屋
小牧線の認知度が向上したためと思われる。

・一方、自動車関連産業を中心とした経済交流の拡大、技能五輪などのビジネス客の取り込みに
ついては、昼１便ダイヤのため、移動日のビジネスに使用する時間が十分に取れないことから
利用が伸びず、あまり成果が上がらなかった。

● 今後の取組の方向性
・当初の目標搭乗者数を達成したことから、次のステップとして、需要拡大の課題として明らかになってきた昼一便ダイヤの改善としての２便化
を目指し、双方での認知度向上に繋がる観光面の取り組みを継続しつつ、山形空港サポーターズクラブを活用した事業展開等ビジネス客の
取り込みを強化していく必要がある。
〇観光関係

・今後、活性化プログラムが終了した３年目以降にこの取組の提案を継続していくため、地元市町村と連携し、地元観光協会等を巻き込ん
で、継続可能な体制について協議・調整していく。
・観光の受入体制の整う三重県を手本に、出羽三山の魅力を伝える現地ガイドの育成、当日申込への対応等受け入れ態勢の強化を図る。

・二次交通については、今回の実証実験の結果を基に、運行会社と助成制度を含めて今後の運行方法等を協議する検討会を開催するとと
もに、活性化プログラム終了後も継続できるような二次交通の整備に取り組む。

〇ビジネス関係（自動車関連産業、技能五輪関係）
・需要調査で明らかになった取組の方向性を着実に実践していくため、価格設定やダイヤ改善等を踏まえた需要拡大取組みの実施方法な
ど、運航するＦＤＡと更に連携を深め事業を展開する必要がある。

〇個人利用（観光・私用）関係 ・サポーターズクラブ会員限定の運賃割引に対して、問い合わせ･要望の多かったアクティブシニア層等を取り
込むため、新たにメールマガジン会員制度を設立し、ビジネス利用に加え潜在的な個人利用の需要の掘り起こしを行いたい。

事業スキーム（案）

１年目：Ｈ２６

H26.3.30
山形～名古屋便
３年半ぶり復活

・名古屋便復活ＰＲ
・山形県内での認知度向上
・山形県内需要の掘り起こし
・方向性、取組方針の確立
・旅行商品の素材発掘

・プロモーションの実施
・中京圏での認知度向上
・旅行商品の造成支援
・路線ニーズの把握と
改善策の検討

・山形～名古屋便ＰＲ継続
・ビジネス需要の取り込み
・旅行商品の販売･送客促進
・潜在需要を顕在化するため
の取組み

目的
運休前

(H17-19
平均)

目標
実績
H26

運休
前比

仕事 12,428 17,399 12,017 96.7%

観光 5,893 11,786 13,590 230.6%

私用※ 5,186 6,223 11,830 228.1%

計 23,507 35,408 37,437 159.3%

搭乗者アンケート結果から推計

２年目：Ｈ２７ ３年目：Ｈ２８

※私用：帰省、冠婚葬祭など



モデル性がある取組

転用可能な取組
取組内容 実施方法等

１．「西の伊勢参り・東の出羽三山参り」相互交流
の展開

消費者向けＰＲの展開（広告媒体の作成、ＰＲｲﾍﾞﾝﾄ、
旅行商品の支援、観光キャラバンの派遣）

発着地双方の連携により、メインターゲットの設定、旅行のコンセプト、プロ
モーション、スケジュールなど路線の需要の拡大に向けた目標を設定し、双方
向交流を展開することにより、新たな需要創出を図る。

「西の伊勢参り･東の出羽三山参り」等をテーマにし
た着地型商品の開発・販売

双方の共通するテーマの観光資源を活用した旅行商品を造成し、合わせて両地
域でＰＲ、イベントを実施することにより、新たな需要創出を図る。

山形空港と出羽三山等を結ぶ２次交通の整備（空港ﾗ
ｲﾅｰの運行支援、観光地へのｱｸｾｽ開設 等）

空港と観光地等を直結する二次交通（乗合タクシー）により、航空利用者の利
便性向上を図る。

２．自動車関連産業を中心とした経済交流の拡大

商談会出展、個別商談、企業研修等支援（経済交流
支援助成、割引運賃設定、ＦＤＡ運行支援 等）

経済交流一環として、企業等を対象としたい商談、企業研修等での航空利用者
への助成により、航空路線の認知度の向上、新たな需要創出を図る。

経済交流・航空ＰＲミッション団の派遣
産業を中心とした経済交流の拡大に向け、双方の連携による経済交流・航空Ｐ
Ｒミッション等の実施により、新たな需要創出を図る。

山形＝名古屋便、山形空港サポーターズクラブＰＲ
強化（ｸﾗﾌﾞＰＲ、会員に対する各種特典等のＰＲ）

企業を対象とした空港サポーターズクラブの活用により、航空路線の認知度向
上、新たな需要創出を図る。

取組内容 実施方法等

３．「技能五輪2014in愛知」から
「技能五輪2016in山形」へ

「技能五輪･アビリンピックあいち大会2014」視
察等支援（運賃支援）

地域で行われる産業イベント参加者に運賃助成等の支援を行うことにより、航
空路線の認知度向上を図る。

若手技能者技術研修等支援（運賃支援）

技術研修会・中京圏企業訪問ツアーなどの開催支援
（中京圏企業訪問ﾂｱｰなどの開催）

「やまがた技能五輪・アビリンピック2016」出場
者等支援（運賃支援）

チャレンジングな取組

７

懇談会事務局作成


